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日研ナノクーラントシステム

25K01



らせん構造をもつ独自のナノクーラント発生器が、1mℓ当たり
約1.45億個のナノレベルの粒子を発生させ、水溶性クーラントの
腐敗や悪臭を抑制して、工場環境の改善に貢献します。 

ナノクーラント発生器を内蔵したナノクーラントユニットは、対応する日研ツーリングに簡単に搭載ができ、ツールチェンジ
だけでマシニング加工に即導入ができます。また、経年劣化によりナノクーラントの効果が低下したと感じられた場合でも、
ユニット部のみをご発注いただき、お客様側にて簡単に交換可能としています。

標準(窓無し)モデル・ラインナップ

■ ナノクーラントソケット
ナノクーラント発生器を内蔵したナノクーラントソケットは、クーラントホースや配管に取り付けができ、外部給油での加工や、
旋盤・研削盤などマシニングセンタ以外の工作機械でも幅広くご使用いただけます。

ツーリングスタイル

２つのスタイルから選べる　日研ナノクーラントシステム

外部給油方式ではクーラントホースに接続

工作機械の配管に接続

機械主軸
ナノクーラント
ソケット

TOOLING STYLE SOCKET STYLE ソケットスタイル

クーラントホース

クーラントタンク
（濾過前）

工作機械

クーラントタンク
（濾過後）

ナノクーラント
ソケット

センタスルー仕様のマシニングセンタに対応 旋盤も研削盤も、あらゆる工作機械に対応
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　ナノクーラント発生器が、平均粒子径112nm
というナノレベルの粒子を、1m㍑当たり
1億4500万個の個数濃度で発生させ、クーラント
による冷却を支えます。（下図の測定結果ご参照）

約1.5億個/mLのナノパワー

★ 測定条件：マルチパス(20パス)、試験水：水道水、測定日：2025年5月1日

■ 測定結果

◆ 粒子径分布：平均
◆ モード(最頻度粒子径)
◆ 個数濃度

112nm 
  83.1nm

1億4500万個/mL

　ナノレベルの粒子は一定の期間クーラント内で
浮遊してその状態を保持し続け、嫌気性バクテリア
の増殖を抑制します。悪臭を絶ち、クーラントタンク
及び配管にも洗浄効果を発揮して、工場環境の改
善に寄与します。

工場環境の改善に
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ナノレベルの粒子

マイクロレベルの粒子

水中に長期残存

ゆっくりと浮上・消滅

電源もエア源も不要
　ナノクーラント発生器は電源やエア源が不要な
トルネード方式を採用していますので、設備の導入
のために大掛かりな作業を必要とせず、簡単に
ナノパワーをお試し頂けます。

★ ナノパワーにより、ワークやツーリングの表面の油膜を洗浄する可能性が
 　ありますので、ワークやツーリングの錆対策にご留意ください。

測定平均の誤差
測定平均値

ナノパワーがクーラント環境を整える
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防錆メンテナンス不要
　環境に優しい水溶性クーラントが普及すると共
に、ツーリングの防錆は大きな課題となっています。
　また、省人化ニーズにより、長時間連続加工が可
能な大容量工具マガジン搭載工作機械の導入が進
んでおり、ツーリングを工具マガジンに装着したまま
の現場では、錆によるトラブルも多発しています。

数ミクロン

四三酸化鉄 (Fe₃O₄) が
素地内部に形成される
四三酸化鉄 (Fe₃O₄) が
素地内部に形成される

被膜層

メッキ処理や塗装などメッキ処理や塗装など

機械によっては工具マガジン内のツールの有無を光学的に検出しているものがあり、「黒のホルダ」
をツール無しと判断する場合があります。

★

「黒のホルダ」のテーパ部は結合時に密着性が向上しますので、アンクランプ時には標準モデルと比
べて約20%大きな力が必要になります。ご注文前には必ず機械の仕様をご確認ください。

★

脱脂するなどで油分が完全に取り除かれた環境下では錆が発生する場合があります。ご注意ください。★

　その防錆対策として、「黒錆により赤錆を制する」
という考え方で生み出された「黒のホルダ」が今、
注目されています。
　ホルダ表面に、四三酸化鉄(Fe₃O₄)を形成して、
強力な防錆・防蝕効果を発揮。焼き入れ硬度や精
度にも大きな影響を及ぼさず、脆性材のドライ加工
や真水での加工はもちろん、水溶性クーラントを使
用したあらゆる加工において錆を寄せ付けません。 工場環境をリフォームする


